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Abstract 

This research was done to study the situation of parents with a mentally retarded child. Parents 
would prefer that their mentally retarded child be institutionalized instead of being raised 
alongside their siblings. They are concerned about the marriage prospects of their normal 

children.  In the future, a care system must be developed to care for mentally retarded persons 
after their parents die.  

 
要 約 



本研究の目的は，障害者の両親の実情を明らかにすることであった．特に，ここでは，両親の亡き
後の障害者の世話，健常な兄弟姉妹に対する両親の思いなどを明確にすることを目標とした．こ
の目標達成のために，障害者を持つ家族への実態調査を採用した．その結果，両親は，自分達
の亡き後の障害者の世話については，健常な兄弟姉妹よりも，施設などで世話を受けることを期
待していた．また，障害者の存在が，健常な兄弟姉妹の結婚の障害になるのではないかと両親は
心配していた． 今後は，両親の亡き後の障害者の世話のための施設整備などの環境作りが必

要であると思われる． 


